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商工労働観光部

新型コロナウイルス感染症の影響拡大に係る

県内企業への実態調査の結果について

商工労働観光部においては，１月５日（火）から１月１８日（月）まで，商工団体や県

民局と連携し，「宿泊・観光・旅行・飲食・イベント業」をはじめ，「運輸業」や「卸売業」，

「製造業」，「小売業」，「建設業」など，幅広い業種を対象に，県内企業への今年度６回目

となる「追跡調査」を実施しました。

２４１社から回答があり，取りまとめた結果は，次のとおりです。

１ 売上の状況

（１）対前年同月比で「売上減少」と回答した企業の割合

１１月実績 １２月実績 １月見込み

全体 ６９％ ６９％ ７６％
（うち５０％以上減少：２１％） （うち５０％以上減少：２５％） （うち５０％以上減少：３３％）

宿泊・観光・旅行・ ８２％ ８５％ ９８％
飲食・イベント業 （うち５０％以上減少：４２％） （うち５０％以上減少：４９％） （うち５０％以上減少：６８％）

製造業 ６７％ ６５％ ７３％
（うち５０％以上減少：１３％） （うち５０％以上減少：１３％） （うち５０％以上減少：１７％）

（２）経営と雇用の状況
＜経営＞

・制度融資等の活用により，運転資金を確保している。

・全国的に感染が拡大しており，先行きが不透明である。

＜雇用＞

・雇用調整助成金を活用し，雇用の維持に努めている。

・新規雇用を控えざるを得ない。

２ 国・県への要望など（複数回答）
・資金繰り支援の拡充や雇用調整助成金の延長（４５社）

・「新しい生活様式」に対応するための助成金の継続（１５社）

・事業継続に向けた設備投資等への支援（１２社）

・ＧｏＴｏトラベルの再開等，消費・観光需要喚起策の実施（１１社）


